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公益財団法人日本グローバル・インフラストラクチャー研究財団（日本 GIF） 

オンラインセミナー「東ヒマラヤ地域におけるネパールとブータンの発電コストの比較」 

開催のご案内 

 

日本 GIF では、東ヒマラヤ地域（インド北東部、ネパール、バングラデシュ、ブータン）

で、洪水や旱魃を緩和するとともに発電と農業の振興を図るため、ガンジス川、ブラマプトラ

川およびメグナ川水系の国際河川管理・水資源の総合開発構想への取り組みを続けてきました

（「これまでの主な活動内容」P7をご参照ください）。 

特に 1990 年代には、数次の国際会議を通じて関係国の信頼関係の醸成を図るなどの働き

かけを行いましたが、2000年代以降、構想の進捗は停滞しています。 

 

本構想では、上流国であるネパールが豊富な水資源を活用して水力発電を行い、その電力

により国内の電化を促進すると共に周辺国に電力を輸出することで外貨収入を確保し、地域の

開発や安定化を図ることを主要な要素の一つとしています。しかし、近隣国のブータンが水力

による電源開発を順調に進めてインドへの送電により外貨収入を得ているのに対して、ネパー

ルでの水力による電源開発は大きく遅延しています。その原因としては、王国として政治的に

安定しているブータンに比して、ネパールでは 2001年に国内で生じた政変に起因する国内政

治の不安定が挙げられることが多いようです。しかし、政治的な混乱に加えて、ネパールの地

理的な条件、電力開発を立案実施する際の人材、また技術的な問題が、ネパールに於ける水力

発電プロジェクトのコストに反映されることはあまり知られていません。 

 

この度、本件に関する専門家であるアジア開発銀行（ADB）主席専門官 荻野馨氏を講演者

にお迎えし、「東ヒマラヤ地域におけるネパールとブータンの発電コストの比較」についての

オンラインセミナーを開催いたします。 

東ヒマラヤ地域開発、ネパール、ブータン、水力発電、電力輸出、国際河川管理等にご関

心をお持ちの方のご参加をお待ちしております。 

 

開催日時：2021 年 3 月 18 日（木）14 時～15 時半 

開催方式：Zoom を使用したウェビナー（オンラインセミナー） 

 

☆事前のご登録を下記よりお願いいたします。 

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_Jjc0atwcQsiFJoW5yfXO8w 

※お名前は、Zoomの仕様上、入力フォームの上の記載通り、「名」「姓」の順番でご入力いただ

きますよう、お願いいたします。 

 

https://gif.or.jp/site/wp-content/uploads/2020/12/%E4%B8%BB%E3%81%AA%E6%B4%BB%E5%8B%95.pdf
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_Jjc0atwcQsiFJoW5yfXO8w
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荻野馨（おぎの かおる）氏プロフィール 

1991年、早稲田大学政治経済学部経済学科を卒業。東京大学博士(国際協

力学)。現在、アジア開発銀行の主席専門官として、主に南アジア地域の

エネルギープロジェクトに携わる。東京大学非常勤講師、客員連携研究員。

欧州や日本の電力市場、東アジアや南アジアの国際電力貿易に関する執筆

や論文・著書がある。 
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